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 7月 27日（土） 京丹波町にお住いの障害の当事者や、 

その家族などが集まり交流を図る場として「くつろぎカフェ」 

をクローバー・デイサービスセンターにて開催しました。 

 ボランティアで参加したスタッフが中心となり準備をすすめ 

当日は 11名の参加があり、2時間と短い時間ではありまし 

たが、談笑されたり、トランプを楽しんだり、思い思いの時間 

を過ごされました。 

↑女性参加者にマニキュアでお洒落

を楽しんでもらいました。 

 

 

 

↑トランプ遊び（ババ抜き、神経衰弱） 

で盛り上がりました。 

 

 

 



 

 

能
登 

十
年
近
く
前
の
事
だ
か
ら
、

現
在
は
ど
う
か
知
ら
な
い
。 

石
川
県
の
台
湾
華
僑
総
会
の

会
長
陳

チ
ェ
ン

文
筆

ウ
ェ
ン
ビ
ー

は
、
能
登
の
七

尾
市
に
あ
る
国
立
病
院
機
構
七

尾
病
院
の
診
療
部
長
で
内
科
医

だ
っ
た
。 

基キ
ー

隆ル
ン

で

歯

科

医

を

す

る

周

振

チ
ョ
ウ
チ
ョ
ン

才
ツ
ァ
イ

は
、
台
北
医
学
院
卒

だ
が
、
日
本
で
歯
科
医
を
す
る

兄
を
訪
ね
、
日
本
が
好
き
に

な
っ
た
。
三

十
歳
を
過
ぎ

て
日
本
語
を

懸
命
に
勉
強

し
た
。
日
本

の
歯
科
医
師

国
家
試
験
に

一
発
で
合
格
、

開
業
の
地
に

選
ん
だ
の
が
、

中

能

登

町

だ
っ
た
。
住

民
に
愛
さ
れ
、
家
も
購
入
し
た
。

し
か
し
、
父
が
病
気
で
倒
れ
た
。

父
の
歯
科
医
院
を
継
ぐ
た
め
，

止
む
な
く
基
隆
に
戻
っ
た
。 

一ひ
と

青と

妙た
え

。
父
が
台
湾
人
。
母

は
日
本
人
で
、
能
登
の
出
で
あ

る
。
Ｊ
Ｒ
七
尾
線
の
七
尾
駅
の

手
前
に
良
川

よ
し
か
わ

駅
と
能
登
二
宮
駅

が
あ
る
。
そ
の
間
に
中
能
登
町

一
青
と
い
う
地
名
が
見
え
る
。

母
の
姓
で
も
あ
る
。 

一
青
妙
も
歯
科
医
で
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
、俳
優
も
兼
ね
て
い
る
。 

一
青
妙(

顔
イ
ェ
ン

妙
ミ
ャ
オ)

と
九
份

チ
ウ
フ
ェ
ン 

一
青
妙
の
父

顔
イ
ェ
ン

恵ホ
イ

民ミ
ン

の
実

家
は
基
隆
に
あ
っ
た
。
実
家
と

言
っ
て
も
六
万
坪
あ
り
、
現
在

は
政
府
が
買
い
取
り
、
中
正
公

園
と
な
っ
て
い
る
。
顔
家
は
、

か
つ
て
の
台
湾
五
大
家
族(

財

閥)

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

日
本
統
治
期
、
九
份
の
金き

ん

に

目
を
つ
け
た
関
西
財
閥
の
藤
田

伝
三
郎
が
採
掘
を
始
め
た
。
石

炭
も
出
て
い
た
。
一
青
妙
の
曾

祖
父
顔
雲ユ

ン

年
ニ
ェ
ン

は
、
藤
田
組
か
ら

採
掘
権
を
受
け
継
ぎ
、
台
陽
鉱

業
㈱
を
立
ち
上
げ
た
。
彼
は
三

井
財
閥
や
経
済
界
の
木
村
久
太

郎
と
結
び
つ
く
。鉄
道
、金
融
、

造
船
な
ど
関
連
企
業
五
十
社
以

上
を
経
営
し
た
。 

第
一
次
大
戦
中
、
九
份
の
金

の
産
出
量
は
最
高
に
達
し
た
。

家
が
九
軒(

九
份
の
由
来)

し
か

な
か
っ
た
土
地
は
、
五
万
人
以

上
が
移
り
住
む
最
盛
期
を
迎
え

る
。
そ
し
て
一
九
七
一
年
に
閉

山
と
な
っ
た
。
海
側
に
隣
接
す

る
金ジ

ン

瓜
グ
ァ
ー

石シ
ー

と
並
ん
で
、
植
民
地

時
代
の
日
本
的
風
景
が
多
く
残

る
。
太
平
洋
の
向
こ
う
は
与
那

国
島
で
あ
る
。 

こ
の
さ
び
れ
た
地
域
が
再
び

脚
光
を
浴
び
る
。一
九
八
九
年
、

侯ホ
ウ

孝
シ
ャ
オ

賢
シ
ェ
ン

監
督
の
『
悲
情
城
市
』

が
公
開
さ
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
と

り
、
台
湾
映
画
が
一
躍
注
目
さ

れ
た
。
作
品
は
基
隆
、
九
份
、

金
瓜
石
で
撮
影
さ
れ
た
。 

日
本
敗
戦
の
玉
音
放
送
か
ら

始
ま
る
。
長
男
誕
生
の
泣
き
声

と
と
も
に
、
停
電
の
電
球
が
灯

る(

光
復)

。 

大
陸
か
ら
国
民
党
な
ら
ず
も

の
部
隊
が
上
陸
。
蒋
介
石
、
蒋

経
国
の
歴
史
上
最
長
、
三
十
八

年
の
戒
厳
令
を
経
て
、
民
主
化

に
舵
を
切
っ
た
台
湾
で
、
初
め

て
二
二
八
事
件
か
ら
白
色
テ
ロ

の
数
年
が
描
か
れ
た
。 

『
悲
情
城
市
』
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
今
、
九
份
は

観
光
客
で
ご
っ
た
返
す
。

日
本
の
修
学
旅
行
の
コ
ー

ス
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。 

九
份
の
土
地
の
大
部
分

は
、
現
在
も
顔
家
が
所
有

し
て
い
る
。
九
份
に
あ
る

新
北

シ
ン
ペ
イ

市
立
欽チ

ン

賢
シ
ェ
ン

国
民
中
学

は
、
祖
父
顔
欽
賢
の
寄
付

で
建
て
ら
れ
た
。 

有田誠(ありたまこと) 京丹波町在住の映画愛好家。 

写真は、金瓜石・九份への道標 (筆者撮影) 

鶏
ケー

籠
ラン

山上から見た九份(筆者撮影) 



 

 

蒋
介
石
の
恐
怖
政
治 

一
青
妙
の
父
恵
民
は
一
九
二

八
年
生
ま
れ
。
十
歳
の
と
き
、

弟
と
二
人
で
日
本
に
留
学
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
の
敗
戦
で
台
湾

に
戻
っ
た
。混
乱
の
続
く
な
か
、

二
二
八
事
件
が
起
き
る
。
祖
父

欽
賢
は
、
事
件
の
処
理
委
員
会

の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
国

民
党
当
局
か
ら
指
名
手
配
と
な

る
。
顔
家
そ
の
も
の
も
監
視
下

に
置
か
れ
た
。
国
外
に
出
る
こ

と
は
不
可
能
だ
が
、
恵
民
は
、

密
航
（
？
）
し
て
日
本
に
渡
っ
た
。 

二
二
八
事
件
か
ら
白
色
テ
ロ

(

権
力
側
か
ら
の
弾
圧
行
為)

の
犠

牲
者
の
数
は
不
明
だ
が
、
二
二

八
で
殺
害
処
刑
さ
れ
た
の
が
三

万
人
近
く
、
基
隆
の
社
寮
島(

現

和
平

ホ
ー
ピ
ン

島 ダ
オ)

の
沖
縄
人
集
落
で
も
、

北
京
語
を
解
さ
な
い
沖
縄
人
が

三
十
名
ほ
ど
殺
害
さ
れ
た
。 

一
九
五
一
年
か
ら
本
格
化
し

た
白
色
テ
ロ
の
時
期
に
逮
捕
、

拘
禁
、
銃
殺
が
続
き
、
六
万
人

が
殺
さ
れ
、
十
五
万
人
が
投
獄

さ
れ
た
と
い
う
。 

脚
本
家
呉 ウ

ー

念
ニ
ェ
ン

真
ジ
ェ
ン 

九
份
は
新
北
市
瑞ル

イ

芳
フ
ア
ン

区
に

あ
る
。隣
の
平
渓

ピ
ン
シ
ー

区
と
あ
わ
せ
、

石
炭
産
地
で
あ
っ
た
。 

瑞
芳
駅
か
ら
平
渓
線
が
出
て

い
る
。
十
五
キ
ロ
ほ
ど
の
駅
数

八
つ
の
単
線
で
あ
る
。
も
と
は

途
中
の
三
貂

サ
ン
デ
ィ
ァ

嶺リ
ン

か
ら
菁チ

ン

桐ト
ン

ま

で
の
台
陽
鉱
業
石
底
線
だ
っ
た
。

一
九
二
九
年
に
台
湾
総
督
府
が

買
収
す
る
ま
で
、
顔
家
が
敷
設

し
た
石
炭
輸
送
線
路
で
あ
る
。 

平
渓
線
を
初
め
て
知
っ
た
の

は
、
侯
孝
賢
監
督
の
『
戀
々
風

塵
』(

一
九
八
七)

の
フ
ァ
ー
ス
ト

シ
ー
ン
だ
っ
た
。 

十
分

シ
ー
フ
ェ
ン

に
帰
る
高
校
生
の
男

女
が
、
ガ
ラ
ガ
ラ
の
車
内
で

立
っ
た
ま
ま
本
を
読
ん
で
い
る
。

ト
ン
ネ
ル
だ
ら
け
の
山
あ
い
を

一
輌
だ
け
で
走
っ
て
い
く
。
十

分
に
到
着
。線
路
際
の
商
店
で
、

女
子
高
生
は
米
を
受
け
取
る
。

男
の
子
が
そ
れ
を
持
っ
て
や
る
。

線
路
脇
に
、
巡
回
映
画
会
の
ス

ク
リ
ー
ン
が
は
ら
れ
、
風
に
な

び
い
て
い
る
。 

侯
孝
賢
作
品
の
脚
本
と
言

え
ば
朱

ジ
ュ
ー

天

文

テ
ィ
エ
ン
ウ
ェ
ン

だ
が
、
呉
念

真
も
先
述
の
二
本
を
は
じ
め
、

何
作
も
担
当
し
て
い
る
。 

呉
念
真
は
瑞
芳
の
生
ま
れ
。

父
は
九
份
、
金
瓜
石
で
三
十
年

以
上
、
鉱
夫
を
し
て
い
た
。 

九
份
を
舞
台
に
し
た
作
品

に
初
監
督
作
品
で
も
あ
る

『
多
桑

父

さ

ん

』(

一
九
九
二)

、
『
八
番

坑
口
的
新
娘
』(

一
九
八
五)

、
王ワ

ン

童ト
ン

監
督
の
『
無
言
の
丘
』(

一
九

九
二)

な
ど
が
あ
る
。
『
無
言
の

丘
』
は
、
こ
の
八
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
の
台
湾
巨
匠
傑
作
作
品
選

で
全
国
上
映
さ
れ
る
。 

『
多
桑
』は
自
伝
的
映
画
で
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
担
当
し
て
い

る
。 父

さ
ん(

蔡

振

ツ
ァ
イ
チ
ェ
ン

南ナ
ン)

は
、
自

分
を｢

昭
和
四
年
生
ま
れ
」と
言

う
。
い
つ
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
短
波
放

送
を
聴
い
て
い
る
。
植
民
地
時

代
に
日
本
人
と
し
て
の
教
育
を

受
け
た
。
戦
後
の
九
份
の
鉱
夫

た
ち
や
そ
の
家
族
の
日
常
が
描

か
れ
る
。
父
さ
ん
は
、
長
年
の

鉱
山
で
の
仕
事
で
肺
を
病
み
、

病
院
の
窓
か
ら
飛
び
降
り
自
殺

を
す
る
。 

一
青
妙
は
、
呉
念
真
と
会
っ

た
と
き
、「
顔

イ
ェ
ン

妙
ミ
ャ
オ

」
と
名
乗
っ

た
。｢

あ
の
顔
家
か｣

と
呉
念
真

は
驚
き
、
九
份
の
話
し
で
盛
り

上
が
っ
た
と
の
こ
と
。 

酒
井
充
子
監
督 

台
湾
三
部
作
を
撮
っ
た
記
録

映
画
監
督
酒
井
充
子

あ

つ

こ

は
、
北
海

道
新
聞
の
記
者
時
代
、
初
め
て

台
湾
を
旅
行
し
た
。
九
份
で
日

本
語
を
話
す
老
人
に
出
会
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
、第
一
作『
台

湾
人
生
』(

二
〇
〇
九)

を
完
成
さ

せ
た
。
日
本
語
世
代
の
台
湾
人

五
人
の
語
り
で
構
成
さ
れ
る
。

過
去
を
現
在
に
つ
な
ぎ
、
共
に

未
来
に
向
け
る
酒
井
監
督
の
姿

勢
に
大
い
に
共
感
し
た
。 

過
去
を
隠
蔽
、
改
竄

か
い
ざ
ん

し
た
い

権
力
者
は
、 ｢

未
来
志
向｣

と
い

う
言
葉
を
好
む
。
〈
敬
称
略
〉 

【
参
考
図
書
】 

一
青
妙
『
わ
た
し
の
東
海
岸
』 

(

新
潮
社
二
〇
一
六) 

与
那
原
恵
『
台
湾 

記
憶
の
島
で
』 

「
文
學
界
」(

二
〇
一
六
年
六
月
号 

文
春) 

侯孝賢(中央)・呉念真(左端)・朱天文(右端) 

( 『悲情城市』の出演者と共に) 



 

 

 

多くの方がご利用されており、午前中などは特に混み合います。 限られた車両と人員で運行して

いる為、当日のご依頼や、直前の申し込みは、ご希望の時間に添えない場合もありますので、遅くと

も前日までに電話予約をお願いします。 また行き先が同じ場合は相乗りによる運行や、混み合う際

は、多少の時間調整をお願いすることもございます。  

たくさんの人が利用されるサービスです。 ご理解、ご協力のほどお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸整骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

ノエビア京都西都販売会社 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 
 

（五十音順） 

 

編 

集 

後 

記 

 

新
紙
幣
は
お
手
元
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
か
？
７
月
３
日

（ 

水
）に
発
行
さ
れ
た
新
紙

幣
、
一
万
円
札
は
、
日
本
近
代

社
会
の
創
造
者
と
言
わ
れ
る

【
渋
沢
栄
一
】 

五
千
円
札
は
、

女
性
の
地
位
向
上
と
女
性
教
育

に
尽
力
し
た
教
育
家【
津
田
梅

子
】 

千
円
札
は
、
近
代
日
本
医

学
の
父
と
呼
ば
れ
る【
北
里
柴

三
郎
】が
肖
像
に
な
っ
て
い
ま
す 

 

▼
人
生
の
中
で
何
度
か
紙
幣
の

入
れ
替
わ
り
を
体
験
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
う
ち
手
元
に
新
紙

幣
も
た
ど
り
着
く
だ
ろ
う…

と

銀
行
な
ど
で
両
替
も
せ
ず
、
ニ
ュ

ー
ス
で
新
紙
幣
両
替
に
並
ぶ
人

た
ち
の
姿
を
見
て
い
た
の
で
す

が
、
私
は
案
外
早
く
一
万
円
札

と
千
円
札
を
手
に
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た 

▼
初
め
て
見
た

印
象
は
、
数
字
が
大
き
く
、
シ
ン

プ
ル
な
書
体
な
の
で
、「
お
も
ち

ゃ
の
お
金
み
た
い
や
な
」と
感
じ

ま
し
た
。
大
き
な
数
字
は
わ
か

り
や
す
い
の
で
す
が
、
ま
だ
馴
染

み
も
薄
い
の
で
、
違
和
感
が
ぬ
ぐ

え
ま
せ
ん
。
た
だ
千
円
札
の
裏

面
が
葛
飾
北
斎
の「
富
岳
三
十

六
景
（ 

神
奈
川
沖
浪
裏
）」で
目

を
惹
き
ま
す
。
海
外
で
も
知
名

度
が
高
い
こ
の
作
品
は
と
て
も

日
本
ら
し
く
て
、
外
国
人
の
方

も
手
に
取
れ
ば
喜
ば
れ
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

▼
各
所

に
新
し
い
印
刷
技
術
が
採
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
ホ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
光
る
３
Ⅾ
肖

像
画
は
角
度
を
変
え
た
ら
顔
が

が
回
転
し
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ

よ
く
集
め
た「 

ビ
ッ
ク
リ
マ
ン
チ

ョ
コ
」の
レ
ア
シ
ー
ル
で
も
、
顔
が

動
く
ホ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ル
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
回
転
す
る

ホ
ロ
グ
ラ
ム
が
お
札
に
採
用
さ

れ
る
の
は
世
界
初
の
こ
と
だ
そ

う
で
す 

▼
ま
た
特
殊
発
光
イ

ン
キ
も
採
用
さ
れ
て
い
て
、
紫
外

線
を
当
て
る
と
表
面
の
印
章
や

表
裏
の
図
形
の
一
部
が
発
光
す

る
そ
う
で
す 

▼
新
紙
幣
が
発

行
さ
れ
も
う
す
ぐ
１
ヵ
月
、
ス
ー

パ
ー
で
買
い
物
時
に
Ｊ
Ｃ
Ｂ
ギ
フ

ト
券
を
使
用
し
た
母
親
の
姿
を

見
た
子
供
が「 

そ
れ
っ
て
新
し

い
お
金
？
」 

と
聞
い
た
姿
を
見

か
け
て
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。 

< 

編
集
子 > 

8月 17日（土） 午後 4時

～午後 9時 山村開発センタ

ーみずほにて、5年ぶりに「み

ずほ夕涼み大会」が開催され

ます。 クローバー・サービス

も地元で活動をする団体とし

て協賛することになりました。    

暑い夏のひと時、賑わい楽し

い時間となりますように！ 

 

 

   


